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ことが理解できる。
間には相関が低いことを示した。そこで、両方の
データがある169カ国について相関図をFig.10に
示す。両者の相関係数は0.539であり、危険率l%
で有意と判定される。
したがって、世界各国の貧困率とジニ係数とは
相関があるが､図のようにバラツキが大きいので。
その他の要因も関係していると考えられる。これ
は、貧困率が各国の貧困線以下の貧困層の比率を
表わしているが、ジニ係数は貧困層から富裕層に
至る全所得階級を通しての格差を示す指標である
ことから明らかである。したがって、ジニ係数だ
けでは格差の原因が貧困層の重みによるものか、
富裕層の重みによるものかは結論できず、格差の
原因を解明するためには、ジニ係数と貧困率の両
者を解析し、さらに所得分布に基づいて分析する
ことが不可欠であるといえる。
次に、世界各国の貧困率に及ぼす要因を探るた
めに貧困率と各種の指標との相関について解析し
た。第1は貧困率と国内総生産(GDP)との関
係である。経済発展段階では、先進国の多くにお
いては社会保障の整備が進むため、貧困層の減少
が見られる。一方、途上国においては所得が国内
の一部の富裕層に集中し、貧困率が拡大する傾向
にある。そのため、貧困率とGDPとは相関があ
（4）最貧困国群
貧困率40%以上の高貧困国群45カ国にはアフリ
カの国が35カ国も含まれ、しかもそれらはジニ係
数も50以上と高い国が多いのが特徴である。また、
これまでの3グループでは年とともに貧困率が減
少傾向を示す国が多いのに対し、このグループで
は減少傾向を示す国はわずか6カ国であり、逆に
前記のナイジエリアのように貧困率が増加傾向を
示す国が4カ国あることも他のグループとは明白
に異なる特徴である。したがって、この最貧国群
に属する国では貧困層の拡大を原因とする格差の
拡大が進行中であるといえる。
全177カ国中で貧困率最大のナイジェリア（貧
困率70、ジニ係数44.9)と、ジニ係数は近いが貧
困率が大きく異なるチリ（貧困率14.4、ジニ係数
53.3)の所得分布をFig.9に示す。チリと比べて、
ナイジェリアの所得分布は貧困層の比率がきわめ
て大きいため、貧困率が非常に大きくなることが
理解できる。
4貧困率と各種指標との相関
ここまで世界177カ国の貧困実態を4グループ
ごとに分析し、多くの国で貧困率とジニ係数との
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るとされている。
そこで、本稿で用いた世界177カ国についての
貧困率とGDPとの相関を調べると、相関係数は
低く、有意の相関は判定できない。しかし、国民
1人当たりのGDP(GpC)の対数との相関を調
べるとFig.llのようになる。相関係数は-0.717
で、危険率1%で有意と判定されるので、国民l
人当たりのGDPが大きい国ほど格差は小さいと
いえる。
さらに、貧困率とその国の政府の統治能力との
相関を解析した。統治能力を表す指標としては
様々な機関から種々の指標が提案されているが、
本稿では信頼性が最も高いと思われる指標として
WorldGovernanceIndicator(WGI)を取り上げ
た。この指標はWBが発表している指数であり、
政府の統治能力が高い国は数値が大きく、アフリ
カ等のように統治能力が低い国は数値が小さい。
このWGI指標と貧困率の相関はFig.12のように
なり、相関係数が-0.599で、危険率1%で有意
と判定される。したがって、統治能力が高い国ほ
ど貧困率は低く、また、この相関係数の大きさが
GpCと同程度であることから、貧困問題の解決
には経済政策だけでなく、政治能力も重要である
といえる。
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上記のように､世界177カ国の貧困率を4グルー
プごとに分析し、貧困率と世界地域との相関がか
なり高いことを見出した。そこで、世界地域を表
わす指標として国の緯度を取り上げ、貧困率との
相関を調べた。なぜなら、地球上の温帯地域には
貧困率が低い先進国が多いのに対し、熱帯地域に
－52－
は貧困率の高い途上国が多いという、いわゆる南
北問題が存在するからである。貧困率と緯度との
相関図はFig.13のようになり、相関係数が-0.658
で､危険率1％で有意と判定される。したがって、
緯度が低い熱帯地域の国は貧困率が高く、国家の
貧困には地理的要因が関係しているといえる｡た
だし◎図に見るように低緯度のグループでは貧困
率のばらつきが非常に大きいので。緯度以外の要
因も貧困率に寄与していると考えられる。
5結論
本稿では、世界177カ国の貧困率の1990～2012
年のデータを用い､177カ国を低貧困国･中貧困国・
高貧困国・最貧困国に分類し、それぞれに属する
国の貧困実態を所得分布に基づいて分析した。貧
困率13.5%以下の低貧困国グループには北欧や西
欧の諸国が多いこと、一方、貧困率40％以上の最
貧困国グループにはアフリカの国々が多いことか
ら、貧困率と世界地域には密接な関連があること
が分かった。また､国民l人当たりのGDP(GpC)
が大きい国ほど貧困率は低いが、政府の安定性も
GpCと同程度の相関があり、貧困問題の解決に
は経済政策だけでなく、政治能力も重要であるこ
とが判明した。さらに、各国の貧困率とその国の
緯度との間には有意の相関があることから、貧困
には地理的要因が関係していることが分かった。
世界の不平等の原因については、「地理説」「文化
説｣｢遺伝説｣｢無知説｣｢制度説」等、幾つかの理論
がある(Acemoglu&Robinson2012)･本稿の貧
困率とGpC及びWGIとの高相関は「制度説｣、ま
た緯度との高相関は「地理説」を支持しているよ
うにみえる。筆者らはこの問題に関して、様々な
データを用いて世界各国の貧困率の決定要因の解
析を試み、貧困原因の解明に挑みたいと考えてい
る。
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